
◆使用糸

◆使用ツール

◆サイズ
◆ゲージ
◆編み方

アメリーエル《極太》(40g玉巻)
金茶（103）3玉（120g）
生成り(101)1玉（40g）
アンデミルミル・21（H205-592）1組
くるくるボンボン（H204-550）
幅10cm、長さ108cm（ボンボン含む）
メリヤス編み 11目13段が１０cm角
【アンデミルミルの準備】8目×2枚、3目×1枚、2目×1枚を組み立てます。
糸は１本どりで編みます。
【本体】付属の編み方説明書を参照し、図のように糸をかけて編みます。21
目使用してわ編みでメリヤス編みを編み、金茶と生成りを各1玉編み切りま
す（目安116段）。編み始めと編み終わりの糸をしぼり、糸始末をします。【仕
上げ】ボンボンを作り、本体の両端につけます。

H145-183-127
アンデミルミルで編むボーダーマフラー

（例）
38(60段) ＝ 38ｃｍ（60段）
45(100目) ＝ 45ｃｍ（100目）

寸法表記について

ボンボン(2個)

約110回巻

9ｃm

約110回巻

付属の取り扱い説明書を参照し、
ボンボンを作る。

直径9ｃｍ用のボンボン器を使用し、
金茶1玉を使い切って1個作る。

結んだ糸端は長めに残しておき、
本体につけるのに使用する。

8目ー2枚
3目ー1枚
2目ー1枚
計　21目

糸のかけ方(上から見た図)

…2周めに編む箇所

Ｓ スタート位置

アンデミルミル・21

金茶で糸をかけて編み始める

糸端側
（約20cm糸を
 残しておく）
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残しておいた
糸を引っ張って
しぼる

仕上げ方
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ボンボンをつける

残しておいた
糸を引っ張って
しぼる

編み始めの糸端を
約20cm残しておく

90
（116段）

※段数・寸法は2玉分の目安です。

マフラー

21目休

わ わ

20（21目）作る

（メリヤス編みの
しま模様）

編み終わりの糸端を
約20cm残しておく
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